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【
か
み
た
ん
に
つ
い
て
】町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
て
、上
三
川
町
の
P
R
を
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
学
生
は

学
生
納
付
特
例
の
申
請
を �

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
方
は
、
公
的
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
方
で
あ
っ
て
も
加
入
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
20
歳
以
上
の
学

生
の
方
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
い
う
、

在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
方
＝

　

日
本
国
内
に
あ
る
大
学
（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
学
校
教
育
法

で
規
定
さ
れ
て
い
る
修
業
年
限
が
一
年
以

上
の
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
等
で
、
学

生
納
付
特
例
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
の

前
年
の
所
得
が
基
準
以
下
の
方
、
失
業
等

の
理
由
が
あ
る
方
。

※
な
お
、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校

も
対
象
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
年
金
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
の
め
や
す
＝

　

１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
の
数
×
38
万

円
で
計
算
し
た
額
以
下

●「
納
付
」「
学
生
納
付
特
例
」「
未
納
」の
違
い　

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、

原
則
と
し
て
保
険
料
納
付
期
間
と
免
除
期

間
が
あ
わ
せ
て
最
低
25
年
（
３
０
０
月
）

あ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
学
生
納

付
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
こ
の
受
給
資

格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

古
い
期
間
か
ら
順
に
納
付
が
可
能
で
す
。

※
た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起

算
し
て
３
年
度
目
以
降
は
当
時
の
保
険
料

に
一
定
の
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
が
遅
れ
て

「
未
納
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
20
歳
以

降
の
申
請
日
前
に
生
じ
た
不
慮
の
事
故
や

病
気
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
の
申
請
が
で

き
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。　

▼�

申
請
先
＝
役
場
保
険
課
又
は
年
金
事
務
所

▼�

必
要
な
も
の
＝
年
金
手
帳　

在
学
期
間

が
わ
か
る
学
生
証（
写
し
）又
は
在
学
証

明
書（
原
本
）　

印
か
ん

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

宇
都
宮
西
年
金
事
務

　

☎
0
2
8（
6
2
2
）4
2
8
1

　

保
険
課　

国
保
年
金
係

　

☎
56
9
1
3
4

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

（
分
別
収
集
）を
実
施
し
ま
す

▼
日
時
＝

　

６
月
７
日
（
火
）・
８
日
（
水
）

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

※
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
の
時
間
帯
の
持

ち
込
み
は
極
力
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
＝

７
日
（
火
）

①
農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
（
ス
ー
パ
ー
ソ

ー
ラ
ー
・
ベ
ジ
タ
ロ
ン
・
ク
リ
ン
テ
ー
ト
・

ト
ー
カ
ン
エ
ー
ス
・
ユ
ー
ラ
ッ
ク
な
ど
。

た
だ
し
、
不
織
布
は
回
収
し
ま
せ
ん
。）

②
グ
リ
ー
ン
や
黒
の
マ
ル
チ
な
ど

③
灌
水
チ
ュ
ー
ブ

④
農
薬
空
き
ボ
ト
ル
・
空
き
袋

※
よ
く
洗
浄
・
乾
燥
し
、
ラ
ベ
ル
を
完
全

に
は
が
し
、
半
透
明
の
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
守
ら
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

８
日
（
水
）

⑤
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル（
ク
リ
ー
ン
エ
ー
ス
・

キ
リ
ナ
イ
ン
・
ノ
ン
キ
リ
ー
・
ハ
イ
ヒ
ッ

ト
モ
ヤ
レ
ス
・
キ
リ
サ
ラ
バ
な
ど
）

①
～
⑤
に
そ
れ
ぞ
れ
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

※
種
類
ご
と
に
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

必
ず
分
別
の
う
え
、
つ
づ
ら
折
り
に
し
、

同
資
材
の
ヒ
モ
又
は
灌
水
チ
ュ
ー
ブ
で
は

ず
れ
な
い
よ
う
２
か
所
を
結
束
し
、
指
定

さ
れ
た
日
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

以
外
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
に
金
属
（
針
金
な

ど
）
が
つ
い
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
取
り

除
い
て
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
＝

　

Ｊ
Ａ
う
つ
の
み
や
上
三
川
野
菜
集
出
荷
所

　
（
上
蒲
生
３
７
８
番
地
）

▼
処
理
負
担
金
＝

　

重
量
負
担
15
円
／
k
g

　
（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
印

か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝

　

廃
棄
物
処
理
法
に
よ
り
、
野
焼
き
や
不

法
投
棄
を
す
る
と
、
罰
則
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

　

Ｊ
Ａ
う
つ
の
み
や

　

上
三
川
野
菜
集
荷
所

　

☎
56
6
6
8
8

　

産
業
振
興
課　

農
産
園
芸
係

　

☎
56
9
1
3
8
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【
か
み
た
ん
に
つ
い
て
】イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
見
か
け
た
際
は
一
緒
に
写
真
を
撮
る
と
喜
び
ま
す
。是
非
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
昭

和
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、６
月
１
日
を「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
は
、
地
域
の
方
の
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
人
権
相
談
を
受
け
、

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
や
法
務
局
の
職
員

と
協
力
し
て
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の

救
済
を
し
ま
す
。
ま
た
地
域
の
方
に
人
権

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

啓
発
活
動
重
点
目
標
を
「
み
ん
な
で
築

こ
う
人
権
の
世
紀　

～
考
え
よ
う　

相
手

の
気
持
ち　

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う　

違
い

を
認
め
合
う
心
～
」
と
定
め
、
21
世
紀

が
「
人
権
の
世
紀
」
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
思
い
起
こ
し
、
一
人
一
人
が
人
権
を
尊

重
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
正
し
く
認
識
し
、

こ
れ
を
前
提
と
し
て
他
人
の
人
権
に
も
十

分
配
慮
し
た
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
一
人
一
人
の
心
に
訴
え
る
こ
と
に

よ
り
、
全
て
の
人
々
が
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
相
互
に
共
存
し
得
る
平
和
で
豊
か

な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
展

開
し
ま
す
。

　

町
で
は
左
記
の
通
り
人
権
擁
護
委
員
に

よ
る
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
特
設
相
談
所
開
設

▼
日
時
＝
６
月
１
日
（
水
）

	

午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所
＝
上
三
川
町
役
場
町
民
相
談
室

○
町
の
人
権
擁
護
委
員

　

大お
お
は
し橋　

佳よ
し

夫お

さ
ん
（
本
町
）

　

鈴す
ず

木き　

武た
け

夫お

さ
ん
（
上
郷
一
区
）

　

深ふ
か

谷や　

和か
ず

子こ

さ
ん
（
愛
宕
町
）

　

菊き
く

地ち　

守も
り

人と

さ
ん
（
西
蓼
沼
）

　

田た

中な
か　

則の
り

子こ

さ
ん
（
三
ツ
家
）

　

谷や

中な
か　

好よ
し

江え

さ
ん
（
本
町
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

福
祉
課　

福
祉
人
権
係

　

☎
56
9
1
2
8

　

FAX

56
6
8
6
8

　

鬼
怒
川
は
、
古
く
は
「
毛
野
川
（
ケ
ヌ

ガ
ワ
）」
と
呼
ば
れ
、
毛
野
（
栃
木
･
群

馬
）
と
常
陸
（
茨
城
）
の
境
と
な
っ
て
い

た
と
い
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
江
戸
時
代

に
は
「
絹
川
」
や
「
衣
川
」
と
書
い
て
「
キ

ヌ
ガ
ワ
」
と
読
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
明
治
に
な
っ
て
か
ら
今
の
よ
う
に
記
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
字
が
当
て

ら
れ
た
か
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

江
戸
時
代
ま
で
は
川
を
渡
る
の
に
渡
し
船

を
使
っ
て
い
た
の
に
、
明
治
時
代
に
な
っ

て
鉄
道
の
敷
設
な
ど
で
、
橋
を
架
け
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
さ
そ
う

で
す
。

　

明
治
18
年
に
東
北
本
線
が
上
野
か
ら
宇

都
宮
ま
で
、
20
年
に
は
宇
都
宮
か
ら
矢
板

ま
で
開
通
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
宇
都

宮
か
ら
北
上
、
氏
家
の
北
側
に
直
接
向
か

う
ル
ー
ト
で
し
た
が
、
こ
の
ル
ー
ト
だ
と
、

上
流
で
分
岐
し
て
い
る
鬼
怒
川
を
２
回
渡

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

鬼
怒
川
が
増
水
す
る
と
、
何
度
も
列
車
を

運
休
さ
せ
る
よ
う
な
被
害
が
続
き
、
明
治

28
年
に
は
川
を
一
度
だ
け
渡
る
現
在
の
ル

ー
ト
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
鬼

怒
川
が
わ
ず
か
十
年
で
鉄
道
の
路
線
を
変

更
さ
せ
た
の
で
す
。

　

今
で
こ
そ
堤
防
を
水
が
越
え
る
こ
と
は

な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
河
川
敷
が
水

で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
光
景
を
目
に
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
。

　

荒
々
し
い
流
れ
の
“
鬼
の
怒
る
川
”
に

は
近
寄
ら
ず
、清
ら
か
な
水
の
流
れ
る“
絹

の
川
”
と
お
付
き
合
い
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

第
2
話　

鬼
怒
川
の
由
来

上
三
川
の
自
然
災
害


